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ター」の取り組みによる「くら
し・なんでも相談事業」、「就
業支援事業」、「勤労者支援・
生活サポート事業」、「金融・
共済等事業団体支援事業」等
の実施により、「勤労者や高
齢者をはじめとする住民相互
の共助の実現に向けた活動」
を広く県内各地区で行ってい
ると、全県的に進める労働者
福祉向上への取り組みが、現
役・退職者などの垣根を持た
ずに積極果敢に行われている

ことを判りやすく講演された。
　このほか、宮下亮労福協専
務理事が県ライフ・サポート
センターにおける「ろうふく
きょう・子育てネット（子育
て支援）事業」の制度と会員
拡大に向けての紹介を行う
とともに「福祉なんでも相談
事業」、「無料職業紹介（ジョブいしかわ）事業」
の状況について、北陸労働金庫石川県本部の掛
場誠一担当部長から「労金運動継承活動と無担
保ローンの利用拡大」について、全労済石川県
本部の長山良治事業推進部長から「全労済石川
の事業支援」について、勤労者文化協会の吉田
寿子事務局長から「勤文協地域事業の支援」につ
いて、それぞれ、報告や協力要請があり、ライ
フ・サポートセンターや各団体の現状を掌握す
るに至った。最後に狩山久弥連合石川事務局長
が「3.11 東日本大震災により、『人と人との繋が
り』、『絆』が重要であると、改めて実感している。
正にライフ・サポートセンターが目指すところ
でもあり、日本の底力となり得るものだ。」と締
めくくり、幹部研修会を閉会した。
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幹部研修会

　県ライフ・サポートセンターは、８月４日七
尾市和倉温泉において、各地域ライフ・サポー
トセンターの会長・事務局長、北陸労金石川県
本部、全労済石川県本部、連合石川から 28 名
の参加を得て第４回ライフ・サポートセンター
幹部研修会を開催した。
　今回は、ライフ・サポート
センターが来年、10 年目を
迎えることに先立ち、活動の
活性化を目指すことを目的に
開催された。
　研修会は、中村栄一労福協
副理事長（全労済石川県本部
長）から日頃のライフ・サポートセンター事業
における理解と協力に対するお礼の挨拶で始ま

り、長野県労福協の青木正照
専務理事を講師に迎え「長野
県労福協　くらしなんでも相
談の取り組み」をテーマに講
演を受けた。
　講演では、長野県労福協
における「生活安心ネット
ワーク＝ライフサポートセン

「ライフ・サポートセンター幹部研修会」を開催

中村栄一副理事長代理

長野県労福協
青木正照専務理事

宮下亮専務理事
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（８月 25 日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

８月 25 日 木 第 12 次友好訪中代表団　（～ 30 日） 中国蘇州市ほか
９月 １ 日 〃 勤文協「第 40 回絵画・陶芸展（～４日）」 ラブロ片町
　　 ８ 日 〃 労福協「第４回将来構想懇談会」 フレンドパーク石川
　　　〃　 〃 中央労福協 地方労福協事務担当者研修会（～９日） 東京都
　　15 日 〃 全国会館協議会第 41 回定期総会（～ 16 日） 富山市
　　28 日 水 中部会館協議会第１回幹事会（～ 29 日） 加賀市
10月 １ 日 土 ありがとう 10 周年・ろうきんフェスタ 2011 県産業展示館２号館
　　 ５ 日 水 北陸労金 10 周年記念式典 ANA クラウンプラザホテル金沢
　　 ７ 日 金 第９回福祉グラウンドゴルフ大会 金沢市民芸術村「大和町広場」
　　 ８ 日 土 金沢 LSC 親子ふれあい事業「いも掘り大会」 金沢市粟崎町
　　 13 日 木 中央労福協 事業団体・地方労福協合同会議（～ 14 日） 未定
　　 17 日 月 北陸労金石川地区 10 周年記念式典 金沢都ホテル
　　 20 日 木 中部労福協研究集会　（～ 21 日） 京都府
11月 ７ 日 月 石川労福協第４回理事会 フレンドパーク石川
　　 16 日 水 勤文協「第 61 回勤労者美術展」（～ 20 日） 金沢勤労者プラザ
　　 25 日 金 中央労福協第 60 回定期総会 総評会館

　８月 17 日（水）午後３時から石川労福協第３
回理事会が、フレンドパーク石川で理事監事
16 名が出席して開催された。
　会議は嶋垣利春理事長職務代行（副理事長）を
議長をして進められ、2012 年度自治体要請に
ついては、「子育て支援事業推進の協力」、「男
性の育児休業取得の向上」、「メンタルヘルス不
調者のケア」、「食の安全」などを柱としつつ、
「“労働者が安心して働ける環境作り”に、より
現実味のある内容とすることも必要」との発言
を踏まえた骨格として、事業団体連絡会議で協
議を深めていくことが決定された。
　このほか、蘇州市総工会との友好交流覚書に
基づく同総工会の招へいにより、上田弘志理事
長を団長に計５名の代表団が８月 25 日（木）か

労福協第３回理事会

これからの行事予定

ら 30 日（火）までの日程で蘇州市総工会などを
訪問し、友好交流を深めることが決定された。
なお、今年は金沢市と蘇州市とが姉妹都市締結
30 周年にあたり、訪問期間中に記念式典など
の行事への列席が予定されている。
　さらに、福祉基金管理運営規定の改正は、こ
れまでどおり基金取崩しを行わないことを再確
認した。また、全労済石川の役員改選に伴い、
本田和雄、水野志郎の両氏が退任し、新たに中
村栄一氏を副理事長代理に鈴木正美氏を理事代
理にそれぞれ選任することが決定された。

来年度自治体要請の骨格を決定

各
種
集
会
・
講
演
会
・
研
修
会
等
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は
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　第 10 回労
働者福祉基金
管理運営委員
会は、８月２
日（火）フレン
ドパーク石川
において委員
７名が出席して開催された。
　今回の委員会では、前回委員会からの継続協
議となっていた基金管理運営規定の改定につい
て、詰めの協議を行った。
　この改正は、労福協の公益法人制度に伴う移
行手続き上の対応として、「規定を改定するに
は関係機関等との協議を更に深めることが必
要」として、継続協議とされていたもので、再
審議の結果、提案どおり確認された。
　今回の改正では、基金の運用方法が明記され

たほか、加盟団体の減少によ
る委員人数の減員が行われ確
認された。
　また、委員会では、上田弘
志委員長の不在による委員長
代行として嶋垣利春委員を選

任したほか、所属団体の都合による委員交代の
確認がされるなど、全協議事項を確認して終了
した。
　なお、規定の改正は８月 17 日開催の石川労
福協第３回理事会において審議され、委員会で
の確認事項のとおり決定された。

　石川労福協は、北陸労金石川県本部、全労済
石川県本部、労信協、生協連、勤体協、勤文協、
さわやかU、労福協から８名が参加して本年度
第１回目の事業団体連絡会議を８月 23 日（火）
午後３時にフレンドパーク石川で開催した。
　会議には、2012 年（平成 24）年度の県内自治
体に対する要請内容について、労福協が第 3回
理事会において決定した要請の骨格を説明した
ほか、関係団体からも説明があり、それぞれ協
議検討した。
　特に、政策的な要請については、労働者をは
じめとする生活者の安全、安心、そして健康に
生活できる社会づくりに向けて、より充実した
内容となるような意見が出されるなど、活発な
協議が交わされた。また、昨年度の要請を振り
返り、各団体が持つ課題等も討議された。
　これら協議内容を要請書（案）に取りまとめ
て、次回の協議とした。

労働者福祉基金管理委員会 事業団体連絡会議

嶋垣利春委員長代行

2012（平成24）年度の自治体要請を協議労働者福祉基金管理運営規定を改正

ろうふくきょう　「子育てネット」会員交流会

『いも掘り大会』
１．日　時　10 月 8 日（土）午前 10 時～午後 12 時頃まで　※ 芋掘体験と交流会を行います。小雨決行します。

２．場　所　金沢市粟崎地内
３．会　費　１家族 500 円（五郎島金時のお土産付きです）
４．申込み　9 月 25 日（日）までに、お電話で申込み下さい。
　　　　　　先着 200 名

金沢地域ライフ・サポートセンター TEL：076－231－2313　FAX：234－0092
子育てネット076－264－4699まで

お子様
づれな

ら

どなた
でも
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変化し厳しい事業環境となってきているが、設
立総会に提示した「趣意書」に沿った見直しを期
待する。」と挨拶し、原点に戻る体制の立て直し
を示唆した。このほか、石川県県民文化局県民
生活課課長金戸清外志氏、金沢市産業局労働政
策課課長若林昭宏氏、全労済中日本事業本部専
務執行役員近藤一志氏が引き続いて来賓の挨拶
をした。

　全労済は業務の統合によ
り、石川県勤労者共済生活協
同組合（通称 : 石川共済）は、
慶弔共済、組合員出資金の管
理、労済会館の運営業務を行
い、全国労働者共済生活協同
組合連合会の会員となってい
る。全労済石川県本部は、連
合会の石川県本部として、こ
くみん共済をはじめとする
種々の共済の業務を受け持っ
ている。今総会では、石川共
済、連合会の石川県本部は、
それぞれ一年間の活動内容の
確認をするほか、今月 26 日に開催される連合
会本部総会に出席する石川共済の総代（代表）の
選出も審議された。また、石川共済と全労済石
川県本部の連結決算報告では、７億 4475 万円
の黒字となったことなど全議案を提案どおり可
決された。さらに、任期満了に伴う役員改選で
は、理事 20 名、幹事３名が選任された。新役
員体制で開催された第１回理事会では、理事長
に中村栄一氏、専務理事に鈴木正美氏が互選さ
れ、2011 年度がスタートした。
　なお、本田和雄、水野志郎の両氏は、この総
会をもって退任された。

　また、総会のなかで「2011 年全労済地域貢献
助成事業・環境分野助成団体」に石川県の特定
非営利活動法人「くくのち」が選ばれたことが報
告され、同法人理事長木谷博一氏に記念品目録
が贈呈された。また、創立 50 周年記念拡大キャ
ンペーンで、52 の団体が表彰された。

石川共済生協、全労済石川の総会終わる

　全労済石川は、７月 29 日（金）13 時 30 分よ
り労済会館３階ホールに代議員等 97 人が出席
して、石川県勤労者共済生活協同組合第 56 回
通常総代会と全労済石川県本部第２回代表者会
議を開催した。
　総会では、３月 11 日に発生した東日本大地
震の対応状況、2010 年度の活動報告及び 2011
年度の活動方針を承認するとともに役員の任期
満了にともない４名減の役員改選を行った。

　冒頭、東日本大地震の犠牲
者に黙祷を捧げ、総会は開催
された。
　本田和雄理事長は、「東日
本大地震被災地の復興を願
う」と前置きし、「全労済は被
災者に一日も早く共済金・見
舞金を贈り、生活に役立てら
れることを最優先として取り
組み、15 万６千件、860 億円
超の支払いを行ってきてい
る。」と報告するとともに、「今
こそ、全労済の真価が問われ
ており、全ての行方不明者が
判明するまで共済金を支払い続ける。」と、東日
本大地震への対応を示した。また、50 周年記
念事業では、「9地域のライフ・サポートセン
ターの協力を得て、地域とともに全県的なイベ
ントを開催することができた。」とライフ・サ
ポートセンターの活動を高く評価して挨拶を終
えた。

　来賓の石川労福協理事長上田弘志氏は、「昭
和 35 年の創立後、社会・雇用の情勢は大きく

新たに県本部長に
就いた中村栄一氏

新たに専務執行役員に
就いた鈴木正美氏

今総会で県本部長を
退任した本田和雄氏

今総会で専務執行役員
を退任した水野志郎氏
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谷内美穂子講師

　７月 30 日（土）午前９時 30 分から、県 LSC
主催の「第９回退職前セミナー」が、白山市殿町
の白山市労働会館を会場皮切りに同日午後１時
30 分からの小松会場、８月７日（日）の金沢会
場の３会場で総勢 137 名の参加を得て開催され
た。
　今年は、セミナー資料もライフ・サポートセ
ンターが独自に作成したこともあり、例年より
も開催時期が遅くなったが、「退職後の生活設
計に大きなプラス！」をテーマとし、年金制度
の仕組みや退職後の健康保険制度などを、おな
じみの谷内美穂子社会保険労務士が熱のこもっ
た講義を行った。
　例年、推奨している夫婦での参加呼び掛けに
は、多くの理解があり、夫婦での参加が目立っ
てきており、講師の話に頷きながら確認し合う

光景が見られた。
　講演後の谷内先生による個
別相談会では、年金の受給手
続きなどについて、多くの
方々が順を着いて相談を受
け、予定時間を超過するほど
の会場もあった。
　また、同時に労働金庫と全労済による、退職
後の年金管理と共済加入についての相談窓口も
設けられ、担当者がそれぞれの生涯設計に応じ
たアドバイスを行った。

ライフ・サポートセンター

退職前セミナー　３会場で開催
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もあったり、上高地ではこの日大変な混雑で大
正池から先は皆さんで歩くこととし、バスは何
と（!!）2時間もかかり集合地点に到着するといっ
た、今回もまたなかなか体験できない出来事が
ありました。
　しかし、それを補って余りある雄大な大自然
の景観にふれあうことができ、気分もリフレッ
シュしました。また、お土産もたっぷり買い込
んで家路へとつきました。
　皆さん、また旅に出かけて「日本」に触れませ
んか、そして震災を乗り越え、頑張ろうニッポ
ン !!

七鹿 LSC　事務局長　井村　幸喜

　子ども達が夏休み入り後の７月 23 日（土）、
私達が今出来る震災支援として「旅行代金の一
部をカンパする」という形で新穂高・上高地の
旅を企画し 50 名の参加で催しました。
　毎回お天気が気になるこの旅行ですが、七尾
出発時には山崎智之七尾市議会議員、中能登町
では近藤和也衆議院議員に見送っていただいた
おかげもあってか、目的地での天候には恵まれ
楽しいひとときを過ごすことができました。
　ただ、新穂高ロープウェイの頂上駅ではまさ
に雲上の世界で周りが何も見えない（笑）一コマ

2011七鹿 LSCバス旅行

七尾・鹿島 LSC

河童橋にて

新穂高ロープウェイをバックに参加した皆さん


